
ふつう あと 少し
電磁力と 電磁誘導を利用
し ている機器を知っ てい
る。

電磁力と 電磁誘導を利用
し ている機器を知ら な
い。

電流と 磁界を知っ てい
る。

電流と 磁界を知ら ない。

【 教科書】
工事担任者　 科目別テキスト 　 わかる全資格［ 基礎］

【 参考資料】

自作プリ ント

【 成績の評価方法・ 評価基準】
試験 60％        試験と 提出物総合的に評価する
 課題 30％       授業内容の理解度を確認するために行う
 平常点 10％    積極的な授業に参加授業態度によっ て評価する

※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

優れている よい

到達目標
A

電磁力と 電磁誘導を利用
し ている機器を理解し て
いる。

電流と 磁界を理解し てい
る。

科目名 サイ エンス

英語科目名

学科・ 学年

担当教員 森田秀之 教員の実務経験 あり 実務経験の職種

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

年度 2025

学期 前期

単位数 4 種別※ 講義電子・ 電気科 電気工事コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 60

なし

【 科目の目的】
静電気のメ カ ニズムを理解し て、 発生の原因と 予防の方法を理解する。 また、 電荷を知り 、 物質中での電荷の動き や、 雷についても 理解する。 更に、 電荷と コ ン
デンサの関係を理解し て、 回路の理解を深める。 磁気回路を理解するこ と により 、 モータ や発電機、 変圧器に構造について理解するこ と を目的と する。

【 科目の概要】
電気の起源と いわれる静電気から に学び、 電気の正体を知る。 静電気の中身の電荷を知り 、 電荷の大き さ と 強さ の関係や法則と 、 電荷と 雷の関係から 、 落雷の電
気機器に及ぼす影響と 対処方法について学ぶ。 また、 実物をコ ンデンサを見せながら 、 構造と エネルギーが蓄えら れる原理のを知る。 更に、 家電製品や電気機器
などに、 電磁力と 電磁誘がどのよう に利用さ れているのかを説明をする。

【 到達目標】
A. 電磁力と 電磁誘導を利用し ている機器を理解し ている。
B. 電流と 磁界を理解し ている。
C. 静電容量と コ ンデンサ、 過渡現象、 合成静電容量を理解し ている。
D. 電界、 電気力線、 電位を理解し ている。
E. 静電気、 電荷、 雷を理解し ている。

【 授業の注意点】
こ の授業では、 電気工事士に関する工学系の科目を学習するために必要な物理的な知識について学習する。 いろ いろ な計算の知識が必要なので、 授業中に演習し
ながら 計算方法を学習するが、 自宅で計算の基礎を学ぶこ と も 必要と なる。 こ のため必ず授業に出席する必要があり 、 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は定
期試験を受験するこ と ができ ない。 尚、 オンラ イ ン授業であっ ても 同じ 条件と なる。

到達目標
B

到達目標
C

静電容量と コ ンデンサ、
過渡現象、 合成静電容量
を理解し ている。

静電容量と コ ンデンサ、
過渡現象、 合成静電容量
を知っ ている。

静電容量と コ ンデンサ、
過渡現象、 合成静電容量
を知ら ない。

静電気、 電荷、 雷を理解
し ている。

静電気、 電荷、 雷を知っ
ている。

到達目標
D

電界、 電気力線、 電位を
理解し ている。

電界、 電気力線、 電位を
知っ ている。

電界、 電気力線、 電位を
知ら ない。

到達目標
E

静電気、 電荷、 雷を知ら
ない。



回数

評
価
方
法

自
己
評
価

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

12

5 静電気（ ４ ）
導体の電、 雷と 接地につ

いて理解する 導体と 電荷

6 電界と 電気力線
電界における電荷の大き

さ 、 強さ を理解する

電磁力と 電磁誘導
（ ３ ）

渦電流損発生の原理と ト
ラ ンスへの影響を理解す

る

13
電磁力と 電磁誘導

（ １ ）
モータ と 発電機の原理を

理解する

14
電磁力と 電磁誘導

（ ２ ）
相互誘導と ト ラ ンスの原

理を理解する

15

電流と 磁界（ ３ ）
ヒ ステリ シスループの特

性を理解する

10 電流と 磁界（ １ ）
磁界と 磁束、 右ねじ の法

則を理解する

11 電流と 磁界（ ２ ）

電気力線

電束

電位・ 電位差

点電荷・ 等電位面

電位傾度

コ ンデンサ

静電容量

雷と 接地

電界

7 電位
電位差と 電位傾度の及ぼ

す影響を理解する

8
静電容量と コ ンデン

サ
コ ンデンサの構造と 蓄え
るエネルギーを理解する

9

平行電線と 磁界

コ イ ルと 磁界

過渡現象、 合成静電
容量

各回路におけるコ ンデン
サの合成静電容量を理解

する

電磁石の原理と 磁気回路
を理解する

電磁誘導

2

起磁力と 磁気回路

磁気抵抗

誘電体と エネルギー

過渡現象

微分、 積分回路

合成静電容量

磁気の基礎

磁力線と 磁束

透磁率、 右ねじ の法則

フ レミ ング左手の法則を理解し ている

フ レミ ング右手の法則を理解し ている

コ イ ルと 電流、 電磁石を理解し ている

各計算式と 環状コ イ ルを理解し ている

磁気抵抗の求める式を理解し ている

2磁化曲線と エネルギー B-H曲線を理解し ている

誘導起電力

吸引力と 反発力を理解し ている

2

電気におけるサイ エンス
と は

2時定数を理解し ている

渦電流損、 積層鉄心を理解し ている

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

レンツ・ フ ァ ラ デーの法則を理解し ている

自己イ ンダク タ ンスを理解し ている

2相互イ ンダク タ ンスを理解し ている

和動接続、 差動接続を理解し ている

コ イ ルと 電流の関係を理解し ている

自己誘導

相互誘導

合成イ ンダク タ ンス

電磁エネルギー

コ イ ル過渡現象

渦電流

ヒ ステリ シスループ ヒ ステリ シス損失を理解し ている

電磁力

静電気（ ３ ）
静電誘導の防止、 ク ーロ

ンの法則を理解する

2 静電気（ １ ）
静電気の正体と 原子の構

造を理解する

3 静電気（ ２ ） 電荷と 性質を理解する

4

学期 後期

科目名 サイ エンス

エネルギーと 性質を理解し ている

傾き が電線に及ぼす影響を理解し ている

年度 2025

英語表記

2

静電気 発生と 帯電を理解し ている

2静電気の種類と 強さ を理解し ている

電子・ 陽子・ 中性子を理解し ている

静電気 静電気を知る

磁気現象 磁気現象を知る

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 オリ エンテーショ ン

正電荷と 負電荷を理解し ている

2物質を理解し ている

誘導現象の原理を理解し ている

原理と 帯電体の接地を理解し ている

電気量

比誘電率

帯電列

原子構造と 帯電

電荷

導体と 絶縁体

静電誘導

静電遮蔽

ク ーロンの法則 2静電力を理解し ている

定義を理解し ている

誘電率と 比誘電率と の関係を理解し ている

2導体に分布する電荷を理解し ている

雷の発生と 電気機器の接地を理解し ている

電界の強さ の表し 方を理解し ている

性質を理解し ている

電界の強さ と の関係、 性質を理解し ている

電気的エネルギーを理解し ている

2

2

2

2

2

磁界の強さ を理解し ている

電流の向き と 磁界の関係を理解し ている

構造を理解し ている

電圧と 電荷、 静電容量の関係を理解し ている

静電容量と エネルギーの増加を理解し ている

定常状態になる過程を理解し ている

回路構成と 出力波形を理解し ている

並列接続と 直列接続の計算を理解し ている

磁界と 磁極を理解し ている


	サイエンス

